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特
別
障
害
者
手
当

　
特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳
以
上
で
著
し
い

重
度
の
障
害
が
あ
り
、
常
時
の
介
護
が
必
要
な

方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
①
表
Ａ
で
２
項
目
以
上
に
該
当
す
る
方

　
②�

表
Ａ
で
１
項
目
、
表
Ｂ
で
２
項
目
以
上
に

該
当
す
る
方

　
※�

表
Ａ
と
表
Ｂ
で
別
の
項
目
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
③�

①
ま
た
は
②
と
同
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
方

　
※�
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
・�
障
害
者
自
立
支
援
法
で
定
め
る
障
害
者

支
援
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
方

　
　
・�

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方

　
　
・�

病
院
、
ま
た
は
診
療
所
、
介
護
老
人
保

健
施
設
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
方

　
　
・�

本
人
、
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
越
え
て
い

る
方

▼
手
当
額
【
注
２
】

　
月
額
２
万
６
９
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
20
歳
未
満
で
重
度
の

障
害
が
あ
り
、
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
対
象
者

　
表
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
※�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
・�

障
害
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
　
・�

児
童
福
祉
法
で
定
め
る
肢
体
不
自
由
児

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
方

　
　
・�

本
人
、
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え
て
い

る
方

▼
手
当
額
【
注
２
】

　
月
額
１
万
４
６
５
０
円

【
注
１
】
町
の
福
祉
手
当
と
は
別
で
す
。

【
注
２
】
改
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
精
華
町
役
場
福
祉
課 

障
害
福
祉
係

　
　
（
ｔ
95

－

１
９
０
４
）

　
◆
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

　
　
（
ｔ
72

－

０
９
７
９
）

重
度
障
害
の
あ
る
方
が
受
け
ら
れ
る
、
国
の
２
つ
の
手
当
制
度
【
注
１
】。「
対
象

に
な
る
か
も
」
と
思
っ
た
方
は
、
申
請
前
に
ま
ず
下
記
の
ど
ち
ら
か
に
ご
相
談
の

う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

表Ａ

・両眼の視力の合計が0.04以下である。
・�両耳の聴力レベルが100デシベル以上で
ある。
・�両方の上腕・前腕・手に著しい障害、また
は両手のすべての指に著しい障害がある。
・�両方の脚部に著しい障害があるか、両方
の脚部の足関節以上を失っている。
・�体幹機能によって座り続けられない程
度、または立ち上がれない程度の障害が
ある。
・�体の障害や長期安静が必要な病状が上記
と同程度以上で、他人の援助を受けなけ
れば自分で生活できない。
・�上記と同程度以上の程度の精神障害があ
る。

表Ｂ
・�両眼の視力の合計が0.05～0.08である。
・�両耳の聴力レベルが90デシベル以上で
ある。
・平衡機能に極めて著しい障害がある。
・�口のなかで食べ物をよくかみ砕き、味わ
うことができない。
・音声または言語機能を失っている。
・�両方の上腕・前腕・手の親指と人さし指
の機能を失っている。
・�どちらかの上腕・前腕・手の機能に著し
い障害がある。
・�どちらかの脚部の機能をすべて失ってい
るか、片方の脚部の大腿を２分の１以上
失っている。
・�体幹機能によって歩くことができない程
度の障害がある。
・�体の障害や長期安静が必要な病状が上記
と同程度以上で、日常生活での著しい制
限が必要である。
・�上記と同程度以上の程度の精神障害があ
る。

表Ｃ
・両眼の視力の合計が0.02以下である。
・�両耳の聴力が補聴器を使っても音声を識
別できない程度である。
・�両方の上腕・前腕・手に著しい障害があ
る。
・両手のすべての指を失っている。
・両方の脚部の機能をすべて失っている。
・両方の大腿を２分の１以上失っている。
・�体幹機能によって座り続けられない程度
の障害がある。
・�体の障害や長期安静が必要な病状が上記
以上で、他人の援助を受けなければ自分
で生活できない。
・�上記と同程度以上の程度の精神障害があ
る。
・�体の障害や病状、精神の障害が重複する
場合であって、その状態が上記と同程度
以上である。

重
度
障
害
者
対
象
の
手
当

※�視力の測定は万国式試視力表によるものと
します。屈折異常があるものは、矯正視力
によって測定します（表Ａ・Ｂ共通）。

　�祝園駅前広場の工事にご理解・ご協力をいただきありがとうございました。工事が完了し、
新しい一般車乗降場を供用開始しました。
　今回は、駅前広場の利用方法の変更点について、ご案内します。

　※�平成30年４月１日から、駅前広場内は全面禁煙となりました。
　　駅前広場内での禁煙にご理解・ご協力をお願いします。

まちの玄関口がリニューアル
～新しくなった祝園駅前広場の利用方法～

至 

木
津
川
市

至 

京
田
辺
市

至 精華町役場

祝園駅前交差点

せいかガーデンシティ

府道八幡木津線

駐輪場
駐輪場これまでの駅前広場

新しい一般車乗降場

新しい車いすマーク
乗降場

▼変更点①
　一般車専用の乗降場を新たに整備しました。
　●�新しい一般車乗降場には現在よりも広い乗降場所を確保していますが、混雑緩和のため乗

降・待機時間の短縮にご協力をお願いします。

　●�前が空いたら詰めるなど、できるだけ多くの方が利用できるよう、ゆずり合ってご利用くだ

さい。

　●府道八幡木津線から進入・退出し、祝園西一丁目住宅地内の通り抜けはご遠慮ください。

▼変更点②
　これまでの駅前広場は公共交通（路線バス・タクシー）専用となりました。
　●一般車は進入できませんのでご注意ください。

　●路線バスも増便され、さらに便利になりますので、公共交通の利用をお願いします。

▼変更点③
　車いすマーク乗降場を新たに整備しました。
　●�障害や高齢・難病で歩行が困難な方、または、けが人や妊産婦で一時的に歩行が困難な方に

ご利用いただけます。

ｑ都市整備課 まちづくり計画係ｔ95－1902

1011 AprilApril

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災
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医
療
費
助
成 

申
請
を

昭
和
28
年
５
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
４
月
10
日
㈫
～
16
日
㈪
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、
障
害
の
あ
る
方

の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
民
間
企
業
】

　
２・０
％ 

→ 

２・２
％

【
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
】

　
２・３
％ 

→ 

２・５
％

【
都
道
府
県
な
ど
の
教
育
委
員
会
】

　
２・２
％ 

→ 

２・４
％

　
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
民
間
企
業
の
事
業
主
の
範
囲
が
、
従

業
員
50
人
以
上
か
ら
45・
５
人
以
上
に
変
わ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
33
年
４
月
ま
で
に
、
法
定
雇
用
率
は
さ

ら
に
０・
１
％
引
き
上
げ
ら
れ
、
障
害
の
あ

る
方
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主

の
範
囲
は
従
業
員
数
43・
５
人
以
上
に
変
わ

り
ま
す
。

ｑ�

福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ
95

－

１
９
０
４

ろ
う
あ
者
緊
急
カ
ー
ド
を
作
成

　

聴
覚
障
害
・
音
声
言
語
障
害
が
あ
っ
て
、

「
外
出
先
で
事
故
に
あ
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ

た
時
、
適
切
な
聞
こ
え
の
配
慮
が
受
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
」
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
へ
「
ろ

う
あ
者
緊
急
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
が
あ
る
と
、
外
出
先
で
助
け
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
聞
こ
え
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
周
り
の
人
に
分
か
り
、
早
期
の

対
応
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
ご

自
身
の
血
液
型
を
明
記
し
て
お
く
こ
と
で
、
緊

急
時
の
医
療
機
関
で
の
治
療
も
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ｑ�

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
平
日
午
前
８
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
15
分
）
ｆ
95

－

３
９
７
４
・
ｔ
95

－

１
９
０
４

フ
ァ
ク
ス
１
枚
で
緊
急
通
報

聴
覚
・
音
声
言
語
障
害
向
け
通
報
手
段

　

町
で
は
、
聴
覚
障
害
・
音
声
言
語
障
害
が

あ
っ
て
、
火
事
や
急
病
の
と
き
、「
消
防
・
救

急
へ
の
早
急
な
連
絡
手
段
が
な
い
」「
病
院
で

手
話
通
訳
し
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
」
な

ど
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
の
た
め
の
連

絡
体
制
が
あ
り
ま

す
。
フ
ァ
ク
ス
で
消

防
署
に
連
絡
で
き
、

手
話
通
訳
の
派
遣
が

で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

聴
覚
障
害
の
２・
３
級
、
ま
た
は
音
声
言
語

障
害
の
３
級
を
持
っ
て
い
る
方

ｑ�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
平
日
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
）
ｆ
72

－

６
８
６
２
・
ｔ
75

－

２
０
３
０

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

カード表

ろうあ者緊急カード

カード裏

聞こえの配慮が必要な方です

耳マーク

緊急時の手話通訳・要約筆記は
相楽聴覚言語障害センターへ（平日日中）
電話0774-75-2030 FAX 0774-72-6862

○氏　名　 
　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
○生年月日　　　　　年　　　月　　　日
○性　別　　 　　　　○血液型　
○住　所   京都府相楽郡精華町
○電　話　　 　　　　○ FAX

　
川
西
小
学
校

６
年
生
の
代
表

児
童
５
人
が
３

月
８
日
㈭
、
高

齢
者
総
合
福
祉

施
設
「
神
の

園
」
を
訪
問

し
、
入
所
者
に

ス
イ
セ
ン
の
花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
人
権
の
花
運
動
」
と
し
て
法
務
局

と
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
毎
年
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。
協
力
し
て
花
を
育
て
る
こ
と

で
命
の
尊
さ
を
学
び
、
感
謝
の
気
持
ち
や
思
い

や
り
の
心
を
育
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち

は
、
ス
イ
セ
ン
を

入
所
者
に
手
渡

し
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
９

日
㈮
に
は
同
小
学

校
に
お
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ｑ
人
権
啓
発
課
啓
発
係
ｔ
95

－

１
９
１
９

人
権
の
花
育
て
、
伝
え
る
思
い
や
り

　
木
津
川
市
や
相
楽
郡
内
で
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
の
収
集
・
運
搬
を
行
っ
て
い
る
７
事
業
者

で
構
成
さ
れ
る
京
都
南
部
環
境
事
業
協
同
組
合

か
ら
、
災
害
用
の
ト
イ
レ
・
テ
ン
ト
の
貸
与
が

あ
り
ま
し
た
。

　

貸
与
さ
れ
た
１
２
５
基
の
災
害
用
の
ト
イ

レ
・
テ
ン
ト
の
う
ち
40
基
が
、
相
楽
郡
広
域
事

務
組
合
を
通
じ
て
本
町
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

※�

災
害
用
の
ト
イ
レ
・
テ
ン
ト
は
、
大
規
模
な

災
害
に
よ
り
、
下
水
道
な
ど
の
設
備
が
使
用

で
き
な
い
場
合
、
テ
ン
ト
の
中
に
簡
易
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
利
用
す
る
物
で
、
災
害
発
生

初
期
段
階
の
備
え
と
し
て
、
大
変
有
用
な
も

の
で
す
。

ｑ
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

災
害
用
ト
イ
レ
の

�

無
償
貸
出

カーテン」を育成し、快適に夏を
過ごしましょう。
　また、ゴーヤーの種を採取し保
管することで、その種を使って来
年も「みどりのカーテン」を育成す
ることができます。
　町役場や町内の保育所、小学校でも毎年、「みどりのカー

テン」づくりにゴーヤーと
洛いもを育成しています。
　昨年は、苗植えから「み
どりのカーテン」の完成を
経て種の採取、洛いもの収
穫まで、図書館南側と役場
庁舎南側の窓で育成した様

子を写真を混えてホームページで公開しました。
　今年も育成状況をホーム
ページでお伝えしていく予定
です。皆さんもいっしょに
「みどりのカーテン」を育てま
しょう！
ｑ�環境推進課 環境保全係�
ｔ95－1925

　町では、地球温暖
化対策として、ゴー
ヤーや洛いもなど
を使った「みどりの
カーテン」づくりを
推進しています。
「みどりのカーテ
ン」は、日差しの侵

入を防ぎ、太陽光の熱エネルギーを約80％遮断する働き
があり、室内温度の上昇を抑えます。また、花を楽しんだ
り、ゴーヤーや洛いもを食べたりと、涼しく楽しく夏を過
ごすことができます。
「みどりのカーテン」づくりを皆
さんにも行ってもらうきっかけと
して、環境推進課（２階）の窓口で
４月25日（水）からゴーヤーの種
を無料で配布します。
受付時間：�開庁日の午前８時30分～正午、午後１時～５

時15分
定　　員：先着150人（町内在住の１世帯につき10粒程度）
　昨年もゴーヤーの種を配布し、町内でも多くのご家庭
で「みどりのカーテン」を見かけました。今年も「みどりの

「みどりのカーテン」で夏を快適に 
� ～ゴーヤーの種を配布～

1213 AprilApril
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暮らし・税
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福祉・介護

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは38ページに掲載しています。

予
防
接
種
助
成
ス
タ
ー
ト

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
本
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
３
月
31

日
㈰
ま
で
、
２
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は

無
料
）
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ

の
後
は
、
全
額
自
己
負
担
に
よ
る
任
意
接
種
と

な
り
ま
す
。
助
成
は
１
回
限
り
で
す
。

　
接
種
は
予
約
の
う
え
、
健
康
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
◆
本
年
度
、
次
の
年
齢
に
な
る
方

　
　
・�

65
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
～
29
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

70
歳
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
～
24
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

75
歳
（
昭
和
18
年
４
月
２
日
～
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

80
歳
（
昭
和
13
年
４
月
２
日
～
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

85
歳
（
昭
和
８
年
４
月
２
日
～
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

90
歳
（
昭
和
３
年
４
月
２
日
～
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

95
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
～
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
・�

１
０
０
歳
（
大
正
７
年
４
月
２
日
～
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
◆�
接
種
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
が
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
方

※�

対
象
者
の
う
ち
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
（
ワ
ク
チ
ン
名
「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク

ス
」）
を
接
種
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
接
種
方
法

　

�

上
表
の
医
療
機
関
ま
た
は
木
津
川
市
の
指
定

医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、
健
康
保
険
証
を

持
参
。

▼
事
前
に
申
請
が
必
要
な
方

　

�

左
記
の
方
は
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
る
に

は
、
接
種
前
に
必
ず
申
請
書
【
注
】
と
印
鑑

を
次
の
と
こ
ろ
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
60
～

64
歳
の
方
は
身
体
障
害
手
帳
な
ど
の
障
害
の

程
度
を
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

　
・�

町
外
（
木
津
川
市
の
指
定
医
療
機
関
を
除

く
）
で
の
接
種
を
希
望
す
る
方

　
・�

生
活
保
護
世
帯
の
方

　
・
60�

～
64
歳
の
方

▼
注
意
事
項

　

�

町
外
（
木
津
川
市
の
指
定
医
療
機
関
を
除

く
）
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
希
望
の
医

療
機
関
お
よ
び
施
設
に
よ
っ
て
は
、
接
種
に

必
要
な
書
類
を
即
日
発
行
で
き
な
い
場
合

（
約
３
～
10
日
）
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
】
健
康
推
進
課
の
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

移
動
図
書
館
中
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
変
更

「
中
集
会
所
」
の
改
修
工
事
が
終
了
し
た
た

め
、
移
動
図
書
館
バ
ス
の
「
中
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
、
４
月
か
ら
「
中
集
会
所
」
に
戻
り
ま

す
。

　
移
動
図
書
館
車
が
中
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
中
集

会
所
」
に
駐
車
す
る
曜
日
・
時
間
帯
は
、
原
則

と
し
て
毎
月
第
２・
４
火
曜
日
の
午
後
１
時
20

分
～
２
時
10
分
で
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｑ�

町
立
図
書
館
ｔ
95

－

１
９
１
１

実施医療機関名 電話番号 所　在　地

天野医院 95－9500 下狛河原田45番地３

おく内科医院 72－7023
桜が丘三丁目２番地１
エスペローマ高の原
ウエスト１番館

学研都市病院 98－2123 精華台七丁目４番地１

岸田内科医院 95－1771 精華台二丁目17番地10

コマダ診療所 93－1787 菱田宮川原10番地

島谷クリニック 66－1850 桜が丘四丁目25番地４

下里医院 72－1212 山田下川原22番地２

精華町国保病院 94－2076 祝園砂子田７番地

平田内科医院 95－3400 光台七丁目14番地３

藤木医院 94－2006 祝園西一丁目24番地15

藤村医院 94－5770 祝園砂子田２番地１

古田診療所 93－2216 祝園門田８番地

山田内科クリニック 98－3660 精華台二丁目10番地94

芳川医院 71－0014 桜が丘三丁目24番地７

本
年
度
は
月
額
１
万
６
３
４
０
円

国
民
年
金
定
額
保
険
料

　
本
年
度
の
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
月

額
１
万
６
３
４
０
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
納
付

方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

▼�

納
付
書
（
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ

の
窓
口
）

◆�

各
月
納
付
…
１
万
６
３
４
０
円
（
割
引
な

し
）

◆�

６
カ
月
分
前
納
…
９
万
７
２
４
０
円
（
８

０
０
円
割
引
）

　

�

４
～
９
月
分
を
５
月
１
日
ま
で
に
、
10

月
～
来
年
３
月
分
を
10
月
31
日
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

１
年
分
前
納
…
19
万
２
６
０
０
円
（
３
４

８
０
円
割
引
）

　

�

４
月
～
来
年
３
月
分
を
５
月
１
日
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

２
年
分
前
納
…
37
万
８
５
８
０
円
（
１
万

４
４
２
０
円
割
引
）

　

�

４
月
～
平
成
32
年
３
月
分
を
５
月
１
日
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

年
度
途
中
で
も
、
来
年
３
月
ま
で
を
一
括

前
納
（
割
引
・
納
付
期
限
あ
り
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
口
座
振
替
納
付
（
割
引
額
最
多
）

口
座
振
替
納
付
申
出
書
の
提
出
と
口
座
登
録

の
完
了
後
、
振
り
替
え
納
付
し
ま
す
。

◆�

翌
月
末
振
り
替
え
の
各
月
納
付
…
１
万
６

３
４
０
円
（
割
引
な
し
）

◆�

当
月
末
振
り
替
え
の
各
月
納
付
…
１
万
６

２
９
０
円
（
50
円
割
引
）

◆�

６
カ
月
前
納
…
９
万
６
９
３
０
円
（
１
１

１
０
円
割
引
）

　

�

４
～
９
月
分
を
５
月
１
日
に
、
10
月
～
来

年
３
月
分
を
10
月
31
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
振

り
替
え
ま
す
。

◆�

１
年
前
納
…
19
万
１
９
７
０
円
（
４
１
１

０
円
割
引
）

　

�

４
月
～
来
年
３
月
分
を
５
月
１
日
に
振
り

替
え
ま
す
。

◆�

２
年
前
納
…
37
万
７
３
５
０
円
（
１
万
５

６
５
０
円
割
引
）

　

�

４
月
～
平
成
32
年
３
月
分
を
５
月
１
日
に

振
り
替
え
ま
す
。

※�

４
～
９
月
分
の
６
カ
月
前
納
、
１
年
前

納
、
２
年
前
納
は
、
２
月
ま
で
に
手
続
き

が
完
了
し
た
方
の
み
対
象
で
す
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出
書
の
提
出
と

処
理
完
了
後
、
納
付
し
ま
す
。

◆�

各
月
納
付
…
１
万
６
３
４
０
円
（
割
引
な

し
）

◆�

６
カ
月
前
納
…
９
万
７
２
４
０
円
（
８
０

０
円
割
引
）

◆�

１
年
前
納
…
19
万
２
６
０
０
円
（
３
４
８

０
円
割
引
）

◆�

２
年
分
前
納
…
37
万
８
５
８
０
円
（
１
万

４
４
２
０
円
割
引
）

※�

納
付
書
に
よ
る
納
付
と
同
じ
金
額
で
す
。

※�

４
～
９
月
分
の
６
カ
月
前
納
、
１
年
前

納
、
２
年
前
納
は
、
２
月
ま
で
に
手
続
き

が
完
了
し
た
方
の
み
対
象
で
す
。

▼
電
子
納
付

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

②
モ
バ
イ
ル
（
携
帯
電
話
）
バ
ン
キ
ン
グ

③
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ

④
Ａ
Ｔ
Ｍ

※�

①
②
③
を
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
金
融
機
関
に
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
方
法
や
、
電
子
納
付
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
金
融
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
も

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
を
免

除
・
猶
予
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
免
除
【
注
】

申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
申
請
年
度
課

税
対
象
所
得
（
前
年
度
の
所
得
）
に
応
じ
て

次
の
４
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
（
金
額
は

本
年
度
の
場
合
）。

・
４
分
の
１
免
除
承
認
…
１
万
２
２
６
０
円

・
半
額
免
除
承
認
…
８
１
７
０
円

・
４
分
の
３
免
除
承
認
…
４
０
９
０
円

・
全
額
免
除
承
認
…
納
付
な
し

▼
納
付
猶
予

学
生
で
は
な
い
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
で

す
。
申
請
者
と
配
偶
者
の
申
請
年
度
課
税
対

象
所
得
（
前
年
度
の
所
得
）
が
基
準
に
な
り

ま
す
。
承
認
さ
れ
た
場
合
、
保
険
料
は
猶
予

に
な
り
ま
す
が
、
年
金
の
受
給
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
学
生
納
付
特
例

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
納
付
特
例
対
象

校
に
在
学
中
で
あ
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保

険
料
が
猶
予
に
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
学
年

ご
と
に
必
要
で
す
。

【
注
】
免
除
を
受
け
る
と
そ
の
期
間
分
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
時
に
比
べ
て
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る

に
は
別
途
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－

６
４
３

－

２
５
４
７
、
精
華
町
役
場
総
合

窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
を

　
春
は
、
就
職
や
転
勤
、
進
学
、
引
っ
越
し
、

家
族
や
友
人
と
の
別
れ
な
ど
で
生
活
環
境
が
大

き
く
変
化
し
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
人
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
か
た
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
専
門

の
相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身

近
な
方
の
悩
み
に
気
づ
い
た
ら
、
温
か
く
寄
り

添
い
、
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
専
門
家
へ
の
相
談

を
す
す
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
専
門
の
相
談
窓
口
】

○�

京
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
５
７

０

－７
８
３

－７
９
７
、
月
～
金
曜
日
（
年
末

年
始
・
祝
休
日
除
く
）、
午
前
９
時
～
午
後
８

時
（
面
接
相
談
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

○�

京
都
い
の
ち
の
電
話
ｔ
０
７
５

－

８
６
４

－

４
３
４
３
、
年
中
無
休
、
24
時
間

○�

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ｔ
０
１
２
０

－

２

７
９

－

３
３
８
、
年
中
無
休
、
24
時
間

ｑ�

福
祉
課
社
会
福
祉
係
ｔ
95

－

１
９
０
４

５月１日から憲法週間
　５月３日の憲法記念日を中心とした５月１日（火）～７日（月）は憲法週間です。
　憲法週間は、国民主権、平和主義と基本的人権の尊重を定めた日本国憲法の意
義を再確認する機会として、国でも、憲法の精神や司法の機能を国民に理解して
もらうための取り組みが行われます。
　憲法週間を機会に、地域や家庭で、基本的人権を尊重することの大切さや、さ
まざまな人権問題について考えてみましょう。
ｑ人権啓発課 啓発係ｔ95－1919
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生
活
用
具
を
給
付小

児
慢
性
特
定
疾
患
児

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券
を
持
ち
、

日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
が
あ
る
在
宅
の
方

に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

町
内
に
住
民
登
録
し
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
受
診
券
を
持
ち
、
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
著
し
く
支
障
（
左
記
）
の
あ
る
方
【
注

１
】

▼
料
金

　

�

世
帯
の
所
得
税
額
な
ど
に
応
じ
て
決
定

▼�

用
具
の
種
類
（
対
象
者
）

・�

便
器
（
常
時
介
助
を
要
す
る
方
）

・�

特
殊
マ
ッ
ト
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
方
）

・�

特
殊
便
器
（
上
腕
・
前
腕
・
手
の
機
能
に

障
害
の
あ
る
方
）

・�

特
殊
寝
台
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
方
）

・�

歩
行
支
援
用
具
（
脚
が
不
自
由
な
方
）

・�

入
浴
補
助
用
具
（
入
浴
に
介
助
が
必
要
な
方
）

・�

特
殊
尿
器
（
自
力
で
排
尿
で
き
な
い
方
）

・�

体
位
変
換
器
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
方
）

・�

車
い
す
（
脚
部
が
不
自
由
な
方
）

・�

頭
部
保
護
帽
（
発
作
な
ど
で
頻
繁
に
転
倒

す
る
方
）

・�

電
気
式
た
ん
吸
引
器
（
呼
吸
器
機
能
に
障

害
の
あ
る
方
）

・�

ク
ー
ル
ベ
ス
ト
（
体
温
調
節
が
著
し
く
難

し
い
方
）

・�

紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
（
紫
外
線
に
対

す
る
防
御
機
能
が
著
し
く
欠
け
、
が
ん
や

神
経
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
方
）

・�

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
（
呼
吸
器
機
能
に
障
害
の

あ
る
方
）

・�

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
（
人
工
呼
吸
器

の
装
着
が
必
要
な
方
）

・�

ス
ト
ー
マ
装
具
〔
畜
便
袋
〕（
人
工
肛
門

を
造
設
し
た
方
）

・�

ス
ト
ー
マ
装
具
〔
畜
尿
袋
〕（
人
工
ぼ
う

こ
う
を
造
設
し
た
方
）

・�

人
工
鼻
（
人
工
呼
吸
器
の
装
着
ま
た
は
気

管
切
開
が
必
要
な
方
）

▼
申
請
方
法

　

�

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付

申
請
書
【
注
２
】・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
診
券
の
写
し
を
直
接
、
次
の
と
こ
ろ
へ
。

　
※�

申
請
後
、
対
象
者
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
、
給
付
を
決
定
し
ま
す
。

【
注
１
】
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
を
除
く

児
童
福
祉
法
・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
施
策
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

【
注
２
】
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

豊
か
な
自
然 

守
り
育
て
る

里
山
の
会
、
定
例
活
動
・
青
空
総
会

「
せ
い
か
里
山
の
会
」
の
定
例
保
全
活
動
（
山

菜
さ
が
し
）
が
４
月
21
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
里

山
交
流
広
場
（
東
畑
地
区
）
で
実
施
さ
れ
、
終

了
後
、
平
成
30
年
度
総
会
が
、
開
催
さ
れ
ま

す
。

「
せ
い
か
里
山
の
会
」
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日

【
注
】
に
、
精
華
町
里
山
交
流
広
場
で
里
山
の

有
す
る
豊
か
な
自
然
を
保
全
・
再
生
・
利
活
用

に
取
り
組
み
、
住
民
の
方
の
交
流
の
場
や
子
ど

も
た
ち
が
自
然
と
親
し
む
機
会
を
作
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
賛
同
し
、
一
緒
に
活

動
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
活
動
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
（「
せ
い
か
里
山
」
で
検
索
）。

【
注
】
８
月
と
天
候
不
良
の
場
合
は
休
み
、
本
年
度
、

10
月
は
第
３
日
曜
日
、
11
月
は
第
２
土
曜
日
の
予
定
で

す
。

ｑ�

せ
い
か
里
山
の
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課

内
）
ｔ
95

－

１
９
０
３

｢

ウ
チ
の
価
格
と
比
べ
た
い｣

町
内
土
地･

家
屋
帳
簿
見
ら
れ
ま
す

　
町
内
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
帳
簿
を
４
月
２
日
㈪
～
５
月
１
日
㈫
の

平
日
、
町
役
場
・
税
務
課
（
２
階
）
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
お
持
ち
の
固
定
資
産
を
ほ
か
と
比

較
し
た
い
場
合
な
ど
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が
証

明
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。
納
税
者
が
法
人

の
場
合
に
は
、

法
人
の
委
任
状

が
必
要
で
す
。

　
時
間
は
午
前

８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時

〜
５
時
で
す
。

▼
対
象
者

◆�
土
地
価
格
な
ど
の
帳
簿

　

�
町
内
に
あ
る
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
納
税
者

◆�

家
屋
価
格
な
ど
の
帳
簿

　

�

町
内
に
あ
る
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
納
税
者

※�

同
一
世
帯
の
親
族
や
納
税
者
か
ら
の
委
任

状
を
お
持
ち
の
方
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
内
容

・�

土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価

格
・�

家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
建
築
年
、
床
面
積
、
価
格

※�

償
却
資
産
の
帳
簿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

課
税
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や
家
屋
の
掲
載

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

所
有
者
名
や
税
額
な
ど
、
個
人
情
報
に
該

当
す
る
事
項
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ｑ�

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ｔ
95

－

１
９
１
６

特
殊
詐
欺
が
増
加
中

　

役
所
職
員
を
か
た
る
還
付
金
詐
欺
や
息
子

（
娘
）
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

「
保
険
料
や
税
金
の
還
付
金
が
あ
る
。
近
く
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を
」
と
か
、
息
子
を
か
た
る

者
か
ら
「
風
邪
を
ひ
い
た
。
お
金
が
必
要
」
と

い
う
電
話
は
、
詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

古
紙
回
収
団
体
に
補
助

「
燃
や
す
ご
み
」
の
減
量
に
向
け
、
新
聞
や
雑

誌
な
ど
の
古
紙
類
を
回
収
す
る
団
体
に
対
し
、

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
古
紙
回
収
実
施
団
体
を
初
め
と

し
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、 １
６
６
０
㌧
の
古

紙
が
回
収
さ
れ
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

補
助
の
対
象
は
、
各
地
域
の
団
体
（
自
治

会
・
子
ど
も
会
な
ど
）
で
、
新
聞
・
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
古
布
・
紙
パ
ッ
ク
・
ア
ル
ミ
缶
・

米
袋
・
菓
子
箱
な
ど
そ
の
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
紙
を
年
４
回
以
上
回
収
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　
こ
の
う
ち
、
団
体
が
自
ら
回
収
作
業
を
し
て

い
る
場
合
や
年
12
回
以
上
回
収
し
て
い
る
場
合

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
額
を
加
算
し
ま

す
。

　
団
体
登
録
の
申
請
は
６
月
29
日
㈮
ま
で
の
平

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

15
分
に
、
登
録
申
請
書
【
注
】
を
環
境
推
進
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
京
都
府
立
大
学
の
協
力
で
ご
み
の
組
成
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
そ
の
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
紙

を
含
む
古
紙
類
が
、「
燃
や
す
ご
み
の
袋
」
に

10
％
程
度
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

町
で
は
積
極
的
な
回
収
を
呼
び
掛
け
る
た

め
、
古
紙
回
収
団
体
向
け
チ
ラ
シ
も
作
成
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
次
の
と
こ
ろ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

公
共
施
設
使
用
料
等
審
議
会

　
町
に
お
け
る
公
共
施
設
の
よ
り
適
正
か
つ
効

率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
使
用
料
の
算
定

基
準
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
、
精
華
町
公
共

施
設
使
用
料
等
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
２
人

▼
任
期

　
委
嘱
の
日
か
ら
審
議
が
終
了
す
る
ま
で

▼
開
催
回
数

　
５
回
程
度
予
定

▼
報
酬

　
８
０
０
０
円
／
日

▼
応
募
資
格

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

　
・�

町
内
在
住

　
・�

平
日
昼
間
に
開
催
の
審
議
会
に
出
席
可
能

▼
応
募
方
法

　

�

５
月
２
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
、

応
募
用
紙
【
注
】
を
直
接
、
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

・�

応
募
用
紙
を
も
と
に
選
考
し
ま
す
。

・�

応
募
用
紙
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

・�

選
考
結
果
は
、
６
月
末
（
予
定
）
ま
で
に

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

・�

委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
場
合
は
、
氏
名

を
公
表
し
ま
す
。

【
注
】
応
募
用
紙
は
、
財
政
課
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

精
華
町
役
場
財
政
課
財
政
係
・
〒
６
１
９

－

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不
要
）・

ｔ
95

－

１
９
１
４
・
ｆ
93

－

２
２
３
３
・

ｍzaisei@
tow
n.seika.lg.jp

障
害
者
基
本
計
画
策
定
委
員
会

　
町
で
は
、
法
改
正
な
ど
に
伴
い
、
平
成
24
年

４
月
に
策
定
し
た
「
精
華
町
第
２
次
障
害
者
基

本
計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
、
精
華
町
障
害
者

基
本
計
画
策
定
委
員
会
委
員
の
一
部
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
３
人
以
内

▼
任
期

　

�

委
嘱
の
日
か
ら
障
害
者
基
本
計
画
の
策
定
が

終
了
す
る
ま
で
（
平
成
30
年
５
月
～
平
成
31

年
３
月
を
予
定
）

▼
開
催
回
数

　
５
回
程
度
予
定

▼
応
募
資
格

　

�

町
内
に
居
住
し
（
町
内
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
）、
引
き
続
き

町
内
に
居
住
す
る
予
定
の
20
歳
以
上
（
平
成

30
年
１
月
１
日
現
在
）
で
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
方

　
・�

国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

　
・�

常
勤
の
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員

▼
応
募
方
法

　

�

４
月
24
日
㈫
ま
で
（
必
着
）
の
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
、「
応
募
用
紙
【
注

１
】・
小
論
文
【
注
２
】
を
直
接
、
ま
た
は

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ

ろ
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

　
・�

応
募
用
紙
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

　
・�

費
用
弁
償
な
ど
を
支
給
予
定
。

【
注
１
】
福
祉
課
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
注
２
】
課
題
は
、「
障
害
者
の
自
立
と
地
域
生
活
」

と
し
、
町
の
障
害
者
福
祉
行
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言

な
ど
を
字
数
８
０
０
字
以
内
で
記
述
す
る
も
の
と
す

る
。
様
式
は
自
由
。

ｑ�

精
華
町
役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
・
〒
６
１

９

－

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不

要
）・
ｔ
95

－

１
９
０
４
・
ｆ
95

－

３
９
７

４
・
ｍfukushi@

tow
n.seika.lg.jp

自
転
車
の
盗
難
に
注
意

　
新
学
期
は
新
し
い
自
転
車
に
乗
り
換
え
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
カ
ギ
を
掛
け
て
、
大
切

な
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
駅
や
大
型
ス
ー
パ
ー
の
駐
輪
場
で
の

盗
難
被
害
が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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１
１
０
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地
域
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

「
精
華
町
障
害
者
基
本
計
画
及
び
障
害
福
祉
計

画
」
の
策
定
に
伴
い
平
成
19
年
度
よ
り
設
置
・

運
営
し
て
い
る
、
精
華
町
地
域
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
な
ど
の
推
進
協

議
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
者
の
運
営
評
価
、

地
域
の
社
会
資
源
の
開
発
や
福
祉
関
係
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
協
議
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
２
人
以
内

▼
任
期

　
委
嘱
の
日
か
ら
お
よ
そ
３
年
間

▼
開
催
回
数

　
２
～
３
回
程
度
／
年

▼
応
募
資
格

　

�

町
内
に
居
住
し
（
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
）、
引
き
続
き
町
内
に
居
住
す
る
予

定
の
20
歳
以
上
（
平
成
30
年
１
月
１
日
現

在
）
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

　
・�

国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

　
・�

常
勤
の
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員

▼
応
募
方
法

　

�

５
月
10
日
㈭
ま
で
（
必
着
）
の
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
、
応
募
用
紙
【
注
】
を
直

接
、
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

　
・�

応
募
用
紙
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

　
・�

費
用
弁
償
な
ど
を
支
給
予
定
。

【
注
】
福
祉
課
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

時
～
午
後
５
時
に
、「
応
募
用
紙
【
注

１
】・
作
文
【
注
２
】
を
直
接
、
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ

へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

　
・�

応
募
用
紙
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

　
・�

費
用
弁
償
な
ど
を
支
給
予
定
。

【
注
１
】
福
祉
課
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
注
２
】
課
題
は
、「
世
代
を
こ
え
て
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
と
し
、
千
字
程
度
で
記
述
す
る

も
の
と
す
る
。
様
式
は
自
由
。
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華
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精
華
町
役
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福
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障
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福
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６
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０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不

要
）・
ｔ
95

－

１
９
０
４
・
ｆ
95

－

３
９
７

４
・
ｍfukushi@

tow
n.seika.lg.jp

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

　
町
で
は
、
法
改
正
な
ど
に
伴
い
、
平
成
26
年

３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
次
精
華
町
地
域
福
祉

計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
精
華
町
地
域
福
祉
計

画
策
定
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
�

３
人
以
内

▼
任
期

　

�
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

（
予
定
）

▼
開
催
回
数

　
５
回
程
度
予
定

▼
応
募
資
格

　

�

町
内
に
居
住
し
（
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
）、
引
き
続
き
町
内
に
居
住
す
る
予

定
の
20
歳
以
上
（
平
成
30
年
１
月
１
日
現

在
）
の
、
任
期
中
の
策
定
委
員
会
な
ど
に
参

加
で
き
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
方

　
・�

国
や
地
方
公

共
団
体
の
議

会
の
議
員

　
・�

常
勤
の
国
家

公
務
員
や
地

方
公
務
員

▼
応
募
方
法

　

�

４
月
24
日
㈫�

ま
で（
必
着
）

の
平
日
午
前
９�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

　
４
月
６
日
㈮
～

15
日
㈰
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
運

動
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
ゆ
ず
り
合

う　
心
が
ふ
れ
合

う　
京
の
春
」
で

す
。

　
春
は
、
交
通
事

故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ゆ
ず
り
合
う
心
を
持
っ
て
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
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木
津
警
察
署
ｔ
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常

に
密
着
し
、
高
齢
者
へ
の
就
業
機
会
の
提
供
な

ど
で
、「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し

た
、
居
場
所
・
出
番
づ
く
り
が
主
目
的
で
す
。

　
急
速
な
少
子
高
年
齢
化
で
、
労
働
人
口
の
減

少
が
予
測
さ
れ
る
中
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
き
た
団
塊
世
代
の
力
が
今
後
も

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
会
員
に
な
る
こ
と
で
、
仲
間
や
つ

な
が
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
何
ら
か
の
報

酬
な
ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
入
会
を

検
討
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時
…
４
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～

　
対
象
者
…
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時
…
①
４
月
10
日
㈫
②
20
日
㈮
③
５
月
10

日
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

①
は
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」、
②
は
「
習
字
教

室
」、
③
は
「
絵
て
が
み
教
室
」
開
催
。
詳

し
く
は
31
ペ
ー
ジ
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
増
強
と
仕
事
の
確
保
を
！

vol. 13こちら総合窓口ニュースです！

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ の 13

今
月
は
、
平
成
30
年
秋
の
稼
働
を
目
指
し
て
い

る
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
環
境
の
森
セ
ン

タ
ー
・
き
づ
が
わ
）
の
ご
み
ク
レ
ー
ン
と
ご
み

投
入
扉
の
設
置
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

① 

ご
み
ク
レ
ー
ン
の
設
置

　
先
月
工
場
検
査
の
様
子
を
お
伝
え
し
た
ご

み
ク
レ
ー
ン
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
縦
16
㍍
横

30
㍍
の
広
さ
の
ご
み
を
貯
め
る
ピ
ッ
ト
の
縦

幅
を
渡
る
よ
う
に
21
㍍
の
レ
ー
ル
を
設
置
し

ま
し
た
。
そ
の
レ
ー
ル
の
上
を
バ
ケ
ッ
ト
を

ク
レ
ー
ン
で
吊
り
下
げ
た
台
車
が
走
行
し
、

ピ
ッ
ト
に
貯
ま
っ
た
ご
み
を
バ
ケ
ッ
ト
で
つ

か
み
、
焼
却
炉
入
口
に
投
入
し
ま
す
。

 

② 

ご
み
投
入
扉
の
設
置

　
ご
み
投
入
扉
は
、
ご
み
収
集
車
が
搬
入
し

た
ご
み
を
ピ
ッ
ト
に
投
入
す
る
際
に
開
閉
す

る
扉
で
す
。

　

今
回
設
置
し
た
ご
み
投
入
扉
は
、
幅
３

㍍
、
高
さ
５・
５
㍍
と
大
き
く
、
非
常
に
重

い
物
で
す
が
、
電
動
で
開
閉
す
る
た
め
、
設

定
し
た
時
間
・
速
度
で
ス
ム
ー
ズ
に
動
作
し

ま
す
。

　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
ご
み
投
入
扉
を
３
基
設
置
し
て

い
ま
す
。

ｑ
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

てください。
　通知カードを１度も受け取ったことがなく、通知が届か
ないことに心当たりがある方は、総合窓口課へお問い合わ
せください。

住民サービスコーナーの一時利用停止
　エスペローマ高の原の電気設備の点検に伴い住民サービ
スコーナーを以下の日時で一時利用停止します。ご迷惑を
おかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。
○４月19日（木） 午前９時～午後６時

マイナンバー専用休日窓口
　毎月第４日曜日（メンテナンスなどで変更になる場合が
あります）の午前９時～正午・午後１時～４時45分にマイ
ナンバー専用休日窓口を開設します。事前（開庁時間）に予
約が必要です。はがきを参照してください。
４月はメンテナンスのため開設はありません。

ｑ�総合窓口課 戸籍住民係ｔ95－1915

マイナンバー通知カード未受領の方
　平成27年10月５日時点で精華町に住所がある方には、
同年11月中旬ごろにマイナンバー通知カードを郵送（簡易
書留）しています。受け取られなかった通知カードは、郵
便局から役場に戻されています。
　戻された通知カードを、まだ役場まで受け取りに来てい
ない方には、お知らせを送付しています。
▶未受領のお知らせが届いた方
　原則、通知に記載している期限（平成30年６月30日）を
経過すると廃棄します。マイナンバー通知カードは必要だ
が、取りに来れないなどの事情がある方は、ご連絡くださ
い。
　廃棄後に通知カードの再発行申請を行う場合は手数料
500円を徴収します。ご了承ください。
▶�通知カードが手元になく、未受領のお知らせも届いてい
ない方
　通知カード受け取り後に紛失したか、住所変更後に住所
変更届をしていない方は通知が届きません。
　紛失している場合は、紛失届を提出し、再発行申請をし

②

①

焼却炉入口

バケット

ごみピット

②

①

②

①
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